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iPSだけではないオンリーワン
10F19日。東京市場でバイオ
ベンチャーなど医療関連株が動

意付いた。理由は言わずもがな。
i P SII胞を世界で初めて作製

した11中伸弥・京都大学教授の

ノーベル生理学・医学賞受賞を

はやしてのことだ。 iPs関連
の装置を手掛けるニコン (証券
コー ト7731)ゃ 島津製作所
(77)1)が買ゎれ、そこから急

騰が続ヽヽた夕ヵラバイォ(4974,

が東証マザーズで時価総額 トッ

プに躍り出る一幕もあった。

基礎研究に優位性
iPS細胞を使った再生医療
はいオメJI究極の治療法 |。 山
中教授のノーベル賞受賞は、医

学の基礎研究の分野での日本の

優位性を証明した。とはぃぇ、

その強さが医療の現場に反映さ

れていかないという|“みも抱え

続けてきた,

2113マ 07年の間に日本わヽら発

表された基礎 II究の論文数は米

る虫に次(世界 3イ′。 '`面 臨床
研究ては!8位に沈0.医薬品・
決療癬器は 1兆 Fり超の貿易赤字
た 厳しい規制か新 t´ 1医療の
出現をl・|1難にし、その間に海外

勢は大型M&A`合 併・賞収)
を繰り返して強くな ,ていた。

たか、その流オ●こ反転の兆 t´

力.,こえつつぁる.
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ボ トラィナーに乗り換スて約

10分、ガラス張りの巨大な建物

が現れた, 日本が誇る世界最速

級のスーバーコンピューター

1京 |がこの中でフル稼働し、

医薬品開発の歴史を塗り替えよ

うとしている.

病気に関わるタンパク質約

350種 と、薬になり得る化合物

約3000万種。それぞれの反応を

シミュレーションする組み合わ

ビ総数は実に 105億通り。超高

度な処理能力を誇る 1京 Jな し
には成立し得ない新手法だ。こ

のプロジェクトは製薬会社 9ネ 1

などが9月 末に始動させた。
~成
功すれば11薬が根本的に

変わる,.プ ロシァクトのとり
まとめ役の 1人 、第一三共
(4368,系のアスピォファーマ

の岡本敦之 主幹研究員は断言す

る。医薬品の開発は研究者らの

経験や先行事例に依存してき

た,スパコノ創薬なら、コスト
や開発時間が大幅に肖1減できる

たけでなく、想像もしなかった

ような新薬か′Fま れる可能性も

ある。

かん細胞たけを=|'性 子線でln

い撃ちにする  .こ んな夢の
ような治憲法が日本勢によ って

実用化されようとしている.

世界初の臨床試験
‐ホウ素中性子捕捉療法 `B
NCT).ス テラケ ミファ

(41119)と 傘 ドのステラファー

マ、住友重機械 工業 (6302)な

どが先月、世界初の臨床試験に

着手した。かん細胞たけに集ま

る特殊なオウ素化合物を投与

し、そこに微弱な中性了を173射 .

ホウ素が壊れ、かん細胞をビン

|フォ_ヵス

固再選の余韻に

浸れぬオバマ氏
人接戦の人に再選を果た t´た
1米国のオバマ大統領..だか、厳
しい開いはまだ終わ ,て はぃ
ない。大規模な緊|1財政か動
き出す 財政の崖J問題はその
1つだ。|ね じれ議会 !が決断
できなければ、経済運営は行
き詰まる。金融政策頼みとい
う米経済の危うい構図には拍

1車がかかりかねな ■ヽ

■7面にINDEX

ポイントで鍛壊する。」i常な組

胞はほとんど無傷のままだ。

技術力を磨き抜き 1世界の先

頭」 (ス テラファーマの浅野智

之社長)を駆ける。 BNCT用
のホウ素化合物を量産できるの

は世界でステラファーマだけ。

中性子は原子炉からしか取り出

せなかったが、住友重機械は病

院に設置できるサイズにまで加

速装置を4、型化した.

08年の富はJ化学 ■業製 で本

格的に医薬品事業を強化し始め

た富士フイルムホールディンク

ス (4901.,フ ィル′、事業で培
った技術を買収先に移転 tた結

果、同事業は来年度の黒字化が

見えてきていると0ヽ う。

1日 本の医療業界は ド:界の
先頭を進む国内人:1の高齢イした

巨大な新興国市場の誕生と,う

大変革のな力

“

こある | `野■1総

合研究所の1田謙次グループマ

ネージャー).成長産業と (_て
の位置 |“サを強める医療業界

`

逆襲に転じる 日の丸矢療 の
最前線を追 ,た .
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放射線照射、誤差わずか0。 FIJ

難 療機器
10月 から専用装置を使った世界初の

臨床試験が始まったホウ素中性子情捉

療法 (BNCT)。 日本の医療機器メ
ーカーは軟性内視鏡やコンピューター

断層撮影装置 (CT)な ど診断装置を
得意とするものの、治療装置では欧米

の後じんを拝してきた。 BNCTは 日
本の技術力の結集として注目を集めて

いるて,だが、世界の先端を行く治療装

置の開発は他にもある。

患者の呼吸で絶えず揺れ動くがん病

巣をリアルタイムに追いかけ、スナイ

パーのように放射線を照射する一―。

三菱菫工業(7011)はがんの放射線治燎

に使う装置で、世界初の機能を搭載し

た製品を2010年に発売した。放射線治

療は患者の体にメスを入れずにすみ、

抗がん剤も使わない第二のがん治療法

として注目されている。北米や欧州な

どにも輸出され、初期の肺がんなどの

治療に使われ始めている。「アジアか

らの引き合いも強いJと 先端機器事業

IL進部の池田直昭部長代理は語る。

三菱菫工の強みは放射線をつくり出

す 1加速管1にある。加速管の長さは
30り傷で他社の半分。重さも12キロれと、

ライパルの 10いOVlに比べて格段に軽

い。これまではあたかも狙撃手の手元

BNCTにようがん治薇のイメージ
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われてきた超音波を治療に使う動きも

出てきた。虫眼鏡が太陽光を集めるよ

うに、超音波を 1点に集めて温度を上

げ、体の外から患部に照射する。メリ

ットは放射線治療と違って照射する線

量の制約がないため、繰り返し治療を

受けられる鳥 東京大学のグループは

国と日立アロカメディカルなどから資

日の史,隅案の逆軋

金提供を受け、超音波治療装置を開発

中だ。 i15年末までに国産第 1号を Li

指す」 (高木周教授)

拍動する心臓のうえて、直径がわす

か 2ミリくんの血管をロボットかつなぎ合

わせる 一―。オリンパス (7733,と東

京大学は、難度の高ヽヽい臓のバイパス

手術ができる内視鏡手術支援ロポット

の試作機を瞬発した。心臓のバイパス

手術では胸を切り開く手法が一般的た

が、入院期間が長期にわたるなど患者

の負担は菫い。心臓は肋骨などに囲ま

れており、胸に数力所穴を閥けるだけ

ですむ内視鏡手術は極めて難しt,

先端に内視鏡や医療器具がついたロ

ボットアームを、離れた場所に座る医

師が内視鏡の映像をみながら手元のコ

ントローラーで操作する。ロボットア

ームは関節をひじのように曲げなから

患部の血管に針を弓っ力ヽ するなど、精

密な動きが可能だ。

内視鏡手術支援ロボットではナスダ

ック上場の米イントゥイティプ・サー

ジカル社の「ダブィンチ」が日本でも

前立腺がんの全摘出手術で公的医療保

険が適用されるなど先行している。オ

リンパスのロポットは「実用化までに

は少なくとも5～ 6年かかるJが、機

能の高さで勝負する考えだ。

米ゼネラル・エレクトリック(GE,

は日本で開発する医療機器の数を増や

し、世界で拡販する方針を明らかにし

ている。高齢イヒの先頭を走る日本市場

を有力な開発拠点と位置付けているた

めだ。巻き返しを図る日本企業が地の

利を生かさない手はない。
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が銃の重さでふれてしまうように、加

速管が重力でたわんでしまうという欠

点があった。このため、がん病果の周

囲にある正常な畑胞まで死減させてし

まうリスクが高かった。三菱重工の装

置の照射位置は誤差 01ミリ傷以内と世

界最高レベルだ。

これまでは妊婦検診などの診断に使


